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地域自主防犯活動活発化事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 コミュニティネットワーク・宝 

２事業名 もう特殊詐欺にはだまされない。（手口を学ぼう） 

３事業実施 

結果 

 

ボランティア団体コミュニティネットワーク・宝（以下、コミネット宝）

は名古屋市南区の宝小学校区で活動をしている。事務局員３名を中心に学

区、地域住民の理解と協力を得て、交通安全、防犯・詐欺などの生活、地

域安全、健康維持のためのさまざまな情報提供・発信等を主な活動内容と

している。 

「みんなで情報の共有」を活動の基本としている。 

今年度も昨年度に引き続き、減る事のない特殊詐欺についての啓発活動

を継続的に実施することが大切と考え地域自主防犯活動事業に応募した。 

 

今年度の活動内容 

 

１． 学区高齢者健康体操・健康麻雀サロン・共生型カフェサロンでの講

演会の開催。 

２． 学区内で開催されているサークルでの講演、啓発活動。 

３． 宝学区以外での講演会開催。 

４． 学区協議会等委員会、学区住民への啓発活動。 

５． 年末年金支給日に金融機関前での啓発活動。 

 以上を実施した。 

 

 

事業実施と結果 

１． 

☆ 学区高齢者健康体操・健康麻雀サロン・共生型カフェサロンでの講演会

の開催。 

☆ 学区内で開催されているサークルでの講演、啓発活動。 

☆ 宝学区以外での講演会開催。 

三カ所においては、参加者の方々と対話形式で講演を実施した。 

  

 

啓発品 

７ コミュニティネットワーク・宝（南区） 
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特殊詐欺の手口として「還付金詐欺」「キャッシュカード詐欺」「預貯

金詐欺」「新紙幣詐欺」「架空料金請求詐欺」「SNS 投資詐欺」等様々な手

口を説明して、電話が必ず留守番電話にする、万が一出ても名を名乗ら

ない、常にわたしたちは狙われているから気をつけてほしいと伝えた。 

 

さらに直接訪ねてきて、貴金属の買い取り、屋根・外壁修理にも注意、

さらに最近「闇バイト」で家に押し入り金品を狙う手口もあるのでチャ

イムがなってもインターホーンで相手の確認をしてむやみに玄関を開け

たり、対応をしないことも新しい情報として伝えた。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 「次から次へといろいろな手口が出てくるね。」 

 「知り合いのところにも電話があった」 

 「留守番電話にするのよね。」 

 「もし電話が来たら、無視するか、誰かに相談するのよね。」 

 と、口々に感想を言われました。 

数年来、講演会で話していることを覚えてもらっていました。 

サロン・サークルでは１５名から２０名と小規模ですが、対話形式で

できること、意見を聞くことができること、現状を知ることができるこ

とができてよかった。 

 

２． 

☆学区協議会等委員会・学区住民への啓発活動 

   毎月１０日の定例会、学区住民（学区行事）に対して５分以内に内容

をまとめての啓発活動は要点をまとめ、適切に伝えることは難しかった。 

   

講演会の様子 

講演会時使用の資料 
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３． 

☆年末年金支給日に金融機関前での啓発活動。 

１２月１３日、２か月に一度の年金支給日、特に１２月は年末年始の

生活にお金が必要となる時期です。そのような時は特に詐欺に狙われや

すいです。学区内にある郵便局の前で愛知県警南警察署生活安全課の協

力のもと、啓発活動を実施した。開店前から４０分程度であったが、話

しをすると多くの方に耳を傾けていただけた。警察署員の方に逆に質問

をされている方も何人かいて、詐欺についての関心の高さを感じた。こ

こでも足を止めてもらえた方にも「闇バイト」「防犯」についても説明を

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年、郵便局入口に取り付けた横断幕 
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４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 

（成果） 

特殊詐欺は多くの方にとって関心のあることであると実感した。 

コミネット・宝では数年継続的に多くの場所で・多くの方に話しをしてき

たので、こちらが質問をすれば「知り合いが被害にあいそうになった」 「詐

欺の種類も増えたのね」「最近は固定電話・携帯電話に自動音声のかかって

くるのね」と、情報を寄せてもらえるようになった。 

継続して活動していくと決まった人たちであっても知り合いを連れてき

てもらえたりして話しに耳を傾けてもらえる人が増えてきた。 

一方的な話ではなく、対話ができ情報交換がスムーズになった。 

今回２度目の他学区への啓発活動も今後も継続して活動していきたい。 

 

身近に起る犯罪のため関心を持ってもらえたことが良かった。 

 

すべてのところで詐欺について詳しく話したが、どんなに細かなことでも

警察の♯９１１０に知らせてもらい記録に残すことの大切なことだと伝え

てた。 

 

（課題） 

私たちが今後も啓発活動を継続していくためには、日々変わる詐欺の実態

を勉強していかなければならないと感じた。 

繰り返し、繰り返し続けることが大切である。 

 

 

（２）今後の取組み 

 課題でも書いたが、継続して地道に活動を実施いきたい。地域には根付い

た活動となってきたと感じる。引き続き活動を続けていきたい。 

 

 

 

 


